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経営発達支援事業の目的・目標 ⇒「売上増加・利益の向上」 

令和元年度は、経営発達支援計画（５年計画）の２年目を迎え、計画目的「売上向上・利益の確保」を

達成するため、小規模事業者の計画経営を伴走支援いたしました。 

令和元年度の成果について、以下の通りご報告いたします。 

 

１．令和元年度 支援対象企業数 ６４社 

支援経過 （主要項目） 

ア．経営計画策定件数    ７５件 

イ．フォローアップ  延べ４３９回 

ウ．販路開拓    商談会等６社（小売業３社・製造業３社） 

２．平成３０年度実績 支援対象企業数４７社・計画策定件数６８件 

ア．売 上   増加２１社  変化なし１５社  減少１１社 

イ．利 益   増加１９社  変化なし１５社  減少１３社 

３．項目別評価（Ｐ３～） 

評価基準 

 

  

Ａ：目標を達成することが出来た（１００％以上） 

Ｂ：目標を概ね達成することが出来た（７０％～９９％） 

Ｃ：目標を半分程度しか達成することが出来なかった（４０％～６９％） 

Ｄ：目標をほとんど達成することが出来なかった（４０％未満） 
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令和元年度 経営発達支援事業 評価表 

Ⅰ．経営発達支援事業の内容 

１．地域の経済動向調査に関すること【指針③】 Ｐ８ 目標 実績 実 施 概 要 
前年
評価 

内部
評価 

委員
評価 

小規模企業が適切な経営判断やマーケティ
ングを行えるようにするため、「地域経済、市

場動向、地域資源の現状把握」と「将来予測」に
活用可能な情報を提供する。 

１２００社 

に提供 

毎月 

ＤＭ送付 

ＨＰで 

情報提供 

県連「景気動向調査（四半期）」の報告書

を随時支援に活用したほか、当会調査対象
者の意見を加えた情報をホームページに公

開した。 

C Ｂ Ｂ 

 

２．経営状況の分析に関すること【指針①】 Ｐ９ 目標 実績 実 施 概 要 
前年
評価 

内部
評価 

委員
評価 

(1）各種支援実施者の経営状況分析と情報提供 

岡山県商工会連合会の「小規模事業者支援シ

ステム」を活用する。 
本システムに事業者から収集した情報を入力

し、定性面・定量面の各項目について分析する。 

１００社 １１２社 

持続化補助金、マル経融資等において、

目的項目の収集が行えた。 

また、後述の経営計画策定の際、詳細な

情報収集が行うことが出来た。 

Ａ Ａ Ａ 

（２）企業診断（工場診断・店舗診断）を通じた、 
専門家による経営状況の分析 

中小企業診断士等による工業診断・店舗診断

を実施し、専門家の指摘する客観的な現状・問題
点・課題を踏まえた上で経営状況分析を行う。 

１２社 １２社 

工業診断６社・店舗診断６社を実施、各社
の経営状況分析をもとに企業改善計画書に

よる改善提案を行った。 今後、フォローアッ
プにより各社の経営発達を図る。 

Ｂ Ａ´ Ａ 

（３）巡回・窓口・広報による経営分析の周知 
（４）成果の活用 

－ － 
毎月発送のＤＭ及びホームページにて周知 
経営計画策定時、分析結果を活用 

Ｂ Ｂ Ｂ 

事業内容に対する評価・指摘事項 
 

Ａ：目標達成（100％以上） Ｂ：概ね達成（70％～99％） 

Ｃ：半分程度達成（40％～69％） Ｄ：未達成（40％未満）  
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３-１．事業計画策定支援に関すること【指針②】 Ｐ１１ 目標 実績 実 施 概 要 
前年

評価 

内部

評価 

委員

評価 

（１）商工業者 

事業者の事業領域（希望・能力・規模）を定め、目
標達成への行動について計画を策定する。 

併せて、後継者等が見込まれる事業者について
は、計画的な事業承継を含め策定を行う。 

６０社 ７５社 

事業計画（補助金申請・計画申請）策定に意
欲的な事業者を中心に重点支援先として定

め、支援を実施した 

・補助金セミナー（２回 １６社） 

Ｂ Ａ´ Ａ 

課題・問題点 ①支援対象先の掘り起し         ④支援件数 

②支援先の策定意欲            ⑤支援の短期的ゴール 
③経営計画要素の反映          ⑥他事業とのバランス 

改善方法 ①支援先データベースの活用      ③伴走支援によるスケジュール管理 

持続化補助金等の申請事業者    ④件数を重ねることによる効率化 
工業診断・商業診断 実施事業者   ⑤地域金融機関との連携、行政・支援機関等への働きかけ 

②短期成果目標の設定 

事業内容に対する評価・指摘事項 

・来年以降は策定件数の内訳として、補助金申請や経営革新計画等、支援施策に起因するものであれば、その施策別に記載をしてもらいたい 

・出張工業診断など、工夫をして支援を行っていると感じる 

 

Ａ：目標達成（100％以上） Ｂ：概ね達成（70％～99％） 

Ｃ：半分程度達成（40％～69％） Ｄ：未達成（40％未満） 
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３-２．事業計画策定支援に関すること【指針②】 Ｐ１１ 目標 実績 実 施 概 要 
前年

評価 

内部

評価 

委員

評価 

（２）創業者支援 

行政（岡山県・岡山市）、支援機関（よろず支援拠
点・産業振興財団等）が開催する、創業セミナーに参

画し、商工会は、計画の実行について支援を行う。 

９社 １０社 

新規創業融資制度支援  １件 

岡山市創業者補助金    ２社 
ナイター創業相談会     ７社 

（定期ナイター創業相談会：毎月第２木曜） 

Ｃ Ａ´ Ａ 

課題 
①創業希望者の掘り起し         ③支援施策の充実と把握 

②創業支援窓口の周知           ④他支援機関（県・市・財団・金融機関等）との連携 

事業内容に対する評価・指摘事項 

・ナイター創業相談会など、工夫をして支援を行っていると感じる 

○新 （３）事業承継の推進 

具体的な行動を起こせていない小規模事業者に
対し、セミナー・個別相談等によって、円滑な事業

承継を進める。 

 

承継 
計画 

策定 

５社 

・事業承継アンケートの実施 

・事業承継セミナー       １回 

・後継者育成セミナー      ３回 

・個別相談会           ３回 

３４社 

２５名 

延２０名 

９名 

 Ｂ Ａ 

課題 ①支援対象先の掘り起し            ③支援先状況（ヒト・モノ・カネ）の違い 

②支援先の策定意欲               ④事業承継の実行意欲 

改善方法 ①事業承継セミナーによる必要性周知    ③複数（指導員・専門家）による支援 
②伴走支援によるモチベーションＵＰ     ④他支援機関（県・市・財団・金融機関等）との連携 

事業内容に対する評価・指摘事項 

・事業承継への積極的取り組みは評価できる 

Ａ：目標達成（100％以上） Ｂ：概ね達成（70％～99％） 

Ｃ：半分程度達成（40％～69％） Ｄ：未達成（40％未満） 
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４．事業計画策定後の実施支援に関すること 

 【指針②】 Ｐ１４ 
目標 実績 実 施 概 要 

前年
評価 

内部
評価 

委員
評価 

経営計画書の目標を達成するため、計画実行の指

標（行動計画：時期・回数等）を定め、経営指導員等が
定期的に事業所を巡回訪問し支援を行う。 

２４０回 

創業者 
５４回 

４３９回 

創業者 
３３回 

・事業計画策定後、事業者毎に担当指導
員等が巡回・窓口支援 

・指導員毎に支援先データベースを作成
し、計画的なフォローアップを実施 

Ｃ Ｂ Ｂ 

課題・問題点 

①フォローアップ内容の整理    ④目標（売上・利益）に対する実績 

②支援の短期的区切り         ⑤経営改善普及事業とのバランス（繁忙期の支援） 
③支援先の意欲と実行        ⑥地区イベント等とのバランス 

改善方法 

①支援先データベースの修正と実行          ④支援成果の見える化 

②期間を定めた確認と実績を基にした修正       ⑤職責に応じた事業の職員業務分担 
③伴走型による計画実行支援、補助金等の申請   ⑥地域振興事業の役割分担（会員・役員・職員） 

事業内容に対する評価・指摘事項  

・卒業という区切りを設けないと支援先が増え続けることとなり、伴走支援者の上限値を意識する必要がある 

・中小企業庁のガイドラインが改正され、経営指導員１名につき、経営分析件数として２０件と具体的に件数が示された 

なお、事業計画について件数は示されてはいない。 事業所の状況と指導員の限度に応じて対応いただきたい 

・対象企業のフォローアップは、単年度ではなく数年間の実績を把握して支援を行ってもらいたい 

・本計画の目的（売上・利益の向上）について、成果を目指していただきたい。  

・理想としては事業所自らの卒業だが、一定支援を終了した後、支援した指導員個人で対応するのではなく、他の職員のサポートを得ながら、

支援者の自立に導いてもらいたい 

 

 

Ａ：目標達成（100％以上） Ｂ：概ね達成（70％～99％） 

Ｃ：半分程度達成（40％～69％） Ｄ：未達成（40％未満） 
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５．需要動向調査に関すること【指針③】 Ｐ１５ 目標 実績 実 施 概 要 
前年

評価 

内部

評価 

委員

評価 

（１）地域内消費者を対象とする購買調査 

個社の商品開発・改良時における消費者のニーズ
や嗜好、想定される売場やバイヤー等評価の把握を

行い、限られた経営資源を効果的に活かせる事業計
画策定や商品開発の判断材料とする。 

１０社 
６社 
（４社） 

地域バイヤーを招き、加工食品等製造事

業者の交流会を開催し、商品評価を行った。 

その内４社は、想定販売先（百貨店・量販

店・専門店等）にて店頭販売を実施し、消費
者ニーズを把握したほか、販路毎の消費者

層等を把握し、適正販路を調査した。 

Ｄ Ｂ Ｂ 

（２）売場調査 

開発・改良する商品の想定販売先（量販店・専門

店）の売場を実訪し、開発・改良段階商品の現状と競
合を把握し参考とする。 

経営指導員等は実訪先の選定と調査項目の選定
を行い、売場に同行し支援を行う際の資料とする。 

６社 ５社 

事業者・バイヤーとの交流会実施に際し、

各事業者の現行販路を確認したほか、今後
希望する販路の確認を行い、バイヤーより助

言を求めたほか、次年度以降の商品開発・販
路開拓に対する方向性を定めた。 

今後、希望販路に対する知識取得を図る 

Ａ Ｂ Ｂ 

（３）物産展等でのテストマーケティング 

行政・支援機関等が開催する物産展や商工会地域
におけるイベント等の会場にて、商品のテストマーケ

ティングを実施し、効果的な商品開発や販路開拓を
行うほか、広域物産展においては、競合他社からの需

要動向情報収集の場として活用する。 

３社 ４社 

商工会連合会の開催する広域物産展（コ
ンベックス岡山）に出展し、県内加工食品等

事業者の動向把握と消費者へのマーケティ
ングを実施したほか、直接的な売上を確保す

ることが出来た。 

Ａ Ａ´ Ａ 

（４）商談会でのバイヤー意向調査 

支援機関等が開催する展示商談会や地域外で開

催される各種商談会において、商談を行うとともにバ
イヤーの意向を調査する。 

６社 ５社 

地域内バイヤーと交流会を開催し、販路開

拓に対する意見交換が行えたが、実際の商
談を行った事業者は多くなかった。 

今後、バイヤーとの接点を設け、適正な販
路を定め、自主的な販路開拓を支援する。 

Ａ Ｂ Ｂ 

事業内容に対する評価・指摘事項 

Ａ：目標達成（100％以上） Ｂ：概ね達成（70％～99％） 

Ｃ：半分程度達成（40％～69％） Ｄ：未達成（40％未満）  
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６．新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること 
【指針④】 Ｐ１７ 

目標 実績 実 施 概 要 
前年
評価 

内部
評価 

委員
評価 

（１）岡山県内商談会等への参加 

小規模事業者に合致し、中長期的な取引継続が可

能な県内商談会を主体とする。 

商工会は、営業経験の乏しい事業者に対し、商談

先の情報提供、ツール作成支援、模擬商談の実施、
商談で確認された課題解決の支援を行う 

出展５社 
商談２０社 

成立４社 

出展６社 

（小売３社） 
（製造３社） 

県内商談会出展を想定していた
が、３社が個別に食品バイヤーと商談

を実施し、うち２社が商談成立した。 

また、工業分野においても県内工

業展示会（ＯＴＥＸ）に支援先３社が出
展し、商談を行った。 

Ａ Ｂ Ｂ 

（２）県外展示会等への参加 

首都圏等を事業領域とできる小規模事業者につい
ては、県外商談会等の出展について、関係支援機関

（県産業振興財団等）と連携して出展する。 

事前にブース装飾・商品展示・商談対象の絞込み・

商談ツールの作成等を支援し、事後は、商談後のフ
ォロー・信用調査等の支援を行う。 

紹介５社 
出展１社 

成立１社 

３社 

１社が首都圏に販路を求め、岡山

県アンテナショップに出展 

２社が岡山市の「ふるさと納税」のお

礼品として出展を検討し、うち１社が岡
山市のお礼品として登録された。 

Ｂ Ｂ Ｂ 

課題・問題点 
①自社の目指すべき販路と規模の見極め      ④自主的な販路開拓 
②商談スキルの向上                    ⑤加工食品・農産品等以外の販路開拓 

③事業者の積極的な営業による、取引継続     ⑥事業領域の確認と県外商談希望者の掘り起し 

改善方法 

【経営計画書の作成と実行・伴走支援】 

①販路へ実訪した売場確認と実績による判断    ⑤他の支援機関と連携した加工食品以外の販路開拓支援の 
②セミナー・商談等による経験値向上           検討と実行（専門家等と個別支援） 

③④目標を定めた計画と実行              ⑥他の支援機関との連携、個別に事業者へ周知 

事業内容に対する評価・指摘事項 

・地に足を付けて事業を行っていると感じた。出来れば売上等の成果を記載することが望ましい 

・食品関係の会員も多いので引き続き頑張ってもらいたい 

Ａ：目標達成（100％以上） Ｂ：概ね達成（70％～99％） 

Ｃ：半分程度達成（40％～69％） Ｄ：未達成（40％未満）  
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Ⅱ．地域経済の活性化に寄与する取組 

７．地域経済の活性化に寄与する取組  Ｐ１９ 目標 実績 実 施 概 要 
前年

評価 

内部

評価 

委員

評価 

本会を中心とした地域内連携による地域活性化 

個々の小規模事業者の活性化を異業種間での連携 

連絡会議 

１回 

連絡会議 

２回 

・地域金融機関との連携会議（１回） 

・岡山市との意見交換会（１回） 
Ａ Ａ Ａ 

地域内の専門家との連携強化 

地域内の経営・法務・マーケティング・開発等の専門
家との連携強化 

専門家 

派遣２０回 

専門家 

派遣２４回 

地域内各種専門家と連携し、個別相談

（経営・法務・販路・事業承継等）を実施 
Ａ Ａ Ａ 

地域ブランド化や観光振興に資する外部専門機関

（旅行会社・バイヤー・県外商工会等）との連携 

外部連携 

１回 

外部連携 

２回 

ＲＳＫ山陽放送「元気かい商工会」に
て、地域内商工業者を紹介（２回） Ａ Ｂ Ｂ 

○新 小規模事業者の人材確保・働き方改革に対する支援  １２社 
商工会ＤＭにて制度周知チラシ送付 

人材確保セミナー開催（１２社 １３名） 
 Ｂ Ｂ 

 

 

Ⅲ．経営発達支援事業の円滑な実施に向けた支援能力向上のための取組 

８．他の支援機関との連携を通じた支援ノウハウ等の情

報交換に関すること  Ｐ２０ 
目標 実績 実 施 概 要 

前年

評価 

内部

評価 

委員

評価 

（１）岡山県商工会連合会との連携 － － 各種支援について、情報交換を実施 Ａ Ａ Ａ 

（２）近隣商工会（同一行政に属する商工会）との連携 

先進的な支援事例・経済動向等の情報交換と、支援ノウ
ハウ共有・小規模企業同士のマッチング 

－ － 
ブロック会議等により、情報交換及び支援

連携を実施 
Ｂ Ｂ Ｂ 

（３）商工会以外の中小企業支援機関との連携 

県産業振興財団、よろず支援拠点、中小機構、金融機関 
－ ３回 

・金融機関連携会議、勉強会 

・中小機構 上記事業に講師依頼 
・よろず支援拠点 出張相談会（２回） 

Ａ Ａ Ａ 

 

Ａ：目標達成（100％以上） Ｂ：概ね達成（70％～99％） 

Ｃ：半分程度達成（40％～69％） Ｄ：未達成（40％未満）  
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９．経営指導員等の資質向上等に関すること Ｐ２２ 目標 実績 実 施 概 要 
前年

評価 

内部

評価 

委員

評価 

（１）支援力向上のための研修機会の充実 

・中小企業大学校の研修 
・小規模事業者支援者向け研修（県連合会等主催） 

・職員勉強会の開催 

－ － 

・中小企業大学校 

・県連合会研修会 
・職員勉強会 

・会員向けセミナー参加 

Ａ Ａ Ａ 

（２）支援ノウハウ等を組織内で共有する体制 

・クラウド・サーバへ支援内容登録 
・指導員会議で情報・ノウハウの共有 

・２名体制（メイン・サブ）での対応 
・支援事例報告会の開催 

－ － 

・クラウド・サーバへ支援内容登録 

・課長 課長補佐会議、指導員会議、職員会議
にて情報・ノウハウの共有 

・少人数の指導員ミーティングを実施し、自由
な意見交換 

・支援事例発表（評価委員会にて） 

Ｂ Ｂ Ｂ 

 

 

１０．事業の評価及び見直しに関すること  Ｐ２３ 目標 実績 実 施 概 要 
前年

評価 

内部

評価 

委員

評価 

（１）外部有識者会議による事業評価 

行政等外部有識者や事業者より広く意見を取り入

れ、実施状況、成果の評価・見直し案の提案を行う 

年１回 年１回 
・事業実績、課題抽出、解決方針 

・評価・指摘 
Ａ Ａ Ａ 

（２）本会内評価・改善組織の確立 

外部有識者会議による事業評価を踏まえ、本会理事

会において、評価・見直しの取り組みを決定する。 
事業の成果・評価・見直しの結果については、通常

総代会へ報告し承認を受ける 

－ － 

・理事会にて報告、決定 

・委員会の結果を事業報告、事業計画書
に反映し承認を得る 

（Ａ） Ａ Ａ 

（３）公表方法 

事業の成果・評価・見直しの結果を本会のホームペ

ージに公表する 

－ － 
本事業の成果・評価・見直しの結果を

商工会のホームページに公表 
（Ａ） Ａ Ａ 

Ａ：目標達成（100％以上） Ｂ：概ね達成（70％～99％） 

Ｃ：半分程度達成（40％～69％） Ｄ：未達成（40％未満） 
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全体について 

事業全般の課題・問題点・改善方法 

別紙２ 

事業全体に対する評価・指摘事項 

・伴走支援の良い事例は内容を共有し、各指導員の持ち味を活かしながら組織的な支援につなげていただきたい 

・商工会事業はイベントと捉えていたが商工会の事業に対する見方が改まった。 引き続き支援に励んでもらいたい 

・工夫をして支援を行っていると感じた。外部に委託するのではなく、事業者に寄り添って一緒に考える点を評価する 

・良い方向性が出ていると感じるので、引き続き伴走支援を行ってもらいたい 
また、報告でも触れられたが、規模の大きな商工会なので、件数を含め、更なるレベルアップされることと期待している 

 

 

Ａ：目標達成（100％以上） Ｂ：概ね達成（70％～99％） 

Ｃ：半分程度達成（40％～69％） Ｄ：未達成（40％未満） 


